
大正地区青少年指導員協議会「青少年の非行問題に取り組む強調月間」行事 

教育講演・座談会 

「最近の青少年非行の動向」 

奈良県中南和青少年サポートセンター 福留 有希子さん 

 

 さる７月２０日（土）に上記の講演会が大正小学校視聴覚室にて開かれました。 

  

今年は奈良県青少年サポートセンターからさんを来ていただき、昨今の青少年の非行に関

わる今日的な問題について関わって語っていただきました。 

 

 サポートセンターでは「非行少年を生まない社会づくり」実現のための様々な活動を

進めている機関です。以下に語っていただいた内容を紹介します。 

 

 ・犯罪少年の学校種目別では高校生の割合が最も多く、次いで中学生で両

者で全体の割合が約６割を占めています。罪種別で見ると両者とも窃盗犯が

最も多く占めています。 

 

・また小学生の割合も増加傾向で推移していて、昨年度は４９，２％と５割

まで増加しています。 

 

・再犯罪者率は２９，１％で全国平均の３５，５％を６，４ポイント下回り

ましたが、依然として約３割で推移しています。 

 

・喫煙、深夜はいかい・飲酒などの不良行為は減少傾向にあります。学校種

別では中学生１０，３％、高校生１１，７％、大学生１１，７％になってい

ます。 

 

・最近大きな問題なっているのはＳＮＳをめぐる犯罪です。軽い気持ちで裸

の写真などを知り合いなどに送ることから、取り返しのつかない被害が生じ

る事案が起こっています。このようなスマートフォンの普及を背景とした犯

罪被害が深刻化しています。 

 

 ・「社会の宝」であり、次代を担う少年を犯罪の被害者にも加害者にもさ

せないために、街頭補導活動の強化や、問題を抱える少年に対する地域社会



と連携した少年の立ち直り支援活動など「非行少年を生まない社会づくり」

を継続的に推進していきたいと考えています。大正校区青少年指導員協議会

の皆さまとも今後とも、強く連携させていただきたいと考えています。 

 

  

 １６名の参加者は福留さんの話に熱心に耳を傾けました。昨今はスマホに関わることがい

ろんな所で問題になっています。やはり犯罪にもからむという危険性があることを改めて確

認することができました。 

 

 引き続き、大正校区青指協としても地道に活動を続けていきたいと思います。 

（文責・向本） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のページもご覧下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


